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この製品は、関連するEU規制に適合していま
す； 詳細については、DOC シート（規格適合証
明書）をご覧ください。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するロータリー式乗用
芝刈り機であり、そのような業務に従事するプ
ロのオペレータが運転操作することを前提とし
て製造されています。この製品は、公園、ゴル
フ場、スポーツフィールド、オートキャンプ
場、墓地や商用目的で使用される芝生の刈り込
みを主たる目的として製造されております。本
機は、雑草地の草刈りや農地での使用を目的と
した機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

トロのウェブサイトで製品やアクセサリ情報の
閲覧、代理店についての情報閲覧、お買い上げ
製品の登録などを行っていただくことができま
す。

整備について、またトロの純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はトロ・ カスタマーサービスにおたずねくだ
さい。お問い合わせの際には、必ず製品のモデ
ル番号とシリアル番号をお知らせください。モ
デル番号とシリアル番号はフレームの左側に取
り付けた銘板に表示されています。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 1を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 111

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
こここののの機機機械械械はははEN836:EN836:EN836: 199719971997規規規格格格ににに適適適合合合すすするるる製製製品品品ととと
しししててて製製製造造造ささされれれててていいいままますすす。。。

不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっったたたりりりすすするるる
ととと、、、人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるる
たたためめめ、、、以以以下下下ににに示示示すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意ややや安安安全全全注注注意意意標標標識識識
のののつつついいいててていいいるるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。
こここれれれははは「「「注注注意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、「「「危危危険険険」」」なななどどど、、、人人人
身身身ののの安安安全全全ににに関関関わわわるるる注注注意意意事事事項項項ををを示示示しししててていいいままますすす。。。こここ
れれれらららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるるととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな人人人身身身
事事事故故故ががが発発発生生生すすするるるここことととがががああありりりままますすす。。。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項は 規格 EN 836:1997 から抜
粋したものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ

• このマニュアルや関連する機器のマニュア
ルをよくお読みください。各部の操作方法や
本機の正しい使用方法に十分慣れておきま
しょう。

• 子供や正しい運転知識のない方には機械を
操作させないでください。地域によっては機
械のオペレータに年齢制限を設けていること
がありますのでご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では
絶対に作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレー
タやユーザーが責任を負うものであることを
忘れないでください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人、整備する人すべてに適
切なトレーニングを行ってください。トレー
ニングはオーナーの責任です。特に以下の点
についての十分な指導が必要です：

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な
注意点と注意の集中；

– 斜面で機体が滑り始めるとブレーキで制
御することは非常に難しくなること。斜
面で制御不能となるおもな原因は：

◊ タイヤグリップの不足；

◊ 速度の出しすぎ；

◊ ブレーキの不足；

◊ 機種選定の不適当；
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◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握
していなかった；

• オペレータやユーザーは自分自身や他の安
全に責任があり、オペレータやユーザーの注
意によって事故を防止することができます。

運運運転転転ののの前前前ににに

• 作業には頑丈な靴と長ズボン、および聴覚
保護具を着用してください。長い髪、だぶつ
いた衣服、装飾品などは可動部に巻き込まれ
る危険があります。また、裸足やサンダルで
機械を運転しないでください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちて
いないか、作業場所をよく確認しましょう。

• 警警警告告告：燃料は引火性が極めて高い。以下の
注意を必ず守ってください。

– 燃料は専用の容器に保管する。

– 給油は必ず屋外で行い、給油中は禁煙。

– 給油はエンジンを掛ける前に行う。エ
ンジンの運転中やエンジンが熱い間に燃
料タンクのふたを開けたり給油したりし
ない。

– 燃料がこぼれたらエンジンを掛けない。
機械を別の場所に動かし、気化した燃料
ガスが十分に拡散するまで引火の原因と
なるものを近づけない。

– 燃料タンクは必ず元通りに戻し、フタ
はしっかり締める。

• マフラーが破損したら必ず交換してくださ
い。

• メーカーが認めた以外のアクセサリやアタッ
チメントを使用しないでください。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、
カッター･アセンブリの目視点検を行ってく
ださい。バランスを狂わせないようにするた
め、ブレードを交換するときにはボルトも
セットで交換してください。

• 折りたたみ式のROPSを装備しているマシンで
は、必ず、ROPSが立てた状態に固定されてい
ることを確認してから運転してください。

• 複数のブレードを持つ機械では、１つのブ
レードを回転させると他も回転する場合があ
りますから注意してください。

• オペレータコントロールやインタロックス
イッチなどの安全装置が正しく機能している
か、また安全カバーなどが外れたり壊れた
りしていないか点検してください。これら
が正しく機能しない時には芝刈り作業を行
わないでください。

運運運転転転操操操作作作

• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め
切った場所ではエンジンを運転しないでく
ださい。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行っ
てください。

• エンジンを始動する前に、駐車ブレーキが
かかっていることを確認し、カッティングユ
ニットを解除し、走行ペダルがニュートラル
位置にあることを確認してください。

• 傾斜が16°を超える斜面では本機を使用しな
いでください。法面ではマシンが転倒する危
険がありますから、そのような条件の場所で
は、安全に十分に注意して運転してくださ
い。本機の使用にあたっては、89/355/EEC
（95/63/EEC にて改訂）によるProvision
and Use of Work Equipment Directiveをご考
慮くださるようお願いいたします。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜
面での作業には特に注意が必要です。転倒
を防ぐため：

– 斜面では急停止・急発進しない。

– 斜面の走行や小さな旋回は低速で。

– 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に
注意すること。

– 急な旋回をしないでください。バックす
る時には安全に十分注意しましょう。

• 隠れて見えない穴や障害物に常に警戒を怠
らないようにしましょう。

• 道路付近で作業するときや道路を横断する
ときは通行に注意しましょう。

• 芝面以外の場所を走行するときはブレード
の回転を止めてください。

• アタッチメントを使用するときは、排出方
向に気を付け、人に向けないようにしてく
ださい。また作業中は機械に人を近づけな
いでください。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられて
いない状態のままで運転しないでください。
インタロック装置は絶対に取り外さないこ
と、また、正しく調整してお使いください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エン
ジンの回転数を上げすぎたりしないでくださ
い。規定以上の速度でエンジンを運転すると
人身事故が起こる恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に：

– 平坦な場所に停止する；
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– アタッチメントへの動力供給を解除す
る。

– アタッチメントを地表面まで降下させ
る。

– トランスミッションをニュートラルに
セットし、駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 移動走行を行うときには：

– カッティングユニットへの動力供給を
解除する。

– カッティングユニットを移動走行位置
に上昇させる。

• 次の場合は、カッティングユニットの駆動
を止め、エンジンを止めてください：

– 燃料を補給するとき；

– 刈り高を変更するとき。ただし運転位置
から遠隔操作で刈り高を変更できる時に
はこの限りでありません。

– 詰まりを取り除くとき

– 機械の点検・清掃・整備作業などを行
うとき；

– 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な
振動を感じたとき。機械に損傷がないか
点検し、必要があれば修理を行ってくだ
さい。点検修理が終わるまでは作業を再
開しないでください。

• エンジンを停止する時にはスロットルを下げ
ておいて下さい。また、燃料バルブの付いて
いる機種では燃料バルブを閉じてください。

• カッティングユニットに手足を近づけない
でください。

• バックするときには、足元と後方の安全に
十分な注意を払ってください。

• ROPSを立てて運転しているときは必ずシート
ベルトを着用してください。

• ROPSを倒して運転しているときは絶対にシー
トベルトを着用しないでください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときな
どは、減速し周囲に十分な注意を払ってくだ
さい。刈り込み中以外はカッティングユニッ
トを止めておいてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転
は避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故
となります。稲光が見えたり雷が聞こえるよ
うな場合には機械を運転しないで安全な場所
に避難してください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろ
すときには安全に十分注意してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木な
どの障害物の近くでは安全に十分注意してく
ださい。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボル
ト、ナット、ネジ類が十分に締まっているか
を確認してください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管す
る場合は、必ず燃料タンクを空にし、火元か
ら十分離してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、
エンジンが十分冷えていることを確認してく
ださい。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、
バッテリーの周囲に、余分なグリス、草や
木の葉、ホコリなどが溜まらないようご注
意ください。

• 各部品、特に油圧関連部が良好な状態にあ
るか点検を怠らないでください。消耗したり
破損した部品やステッカーは安全のため早期
に交換してください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合
は屋外で作業を行ってください。

• 機械の調整中に指などを挟まれないように
十分注意してください。

• 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止
し、カッティングユニットを降下させ、駐車
ブレーキを掛け、エンジンを停止し、キー
を抜き取ってください。また、必ず機械各
部の動きが完全に停止したのを確認してか
ら作業に掛かってください。

• 火災防止のため、カッティングユニットや
駆動部、マフラーの周囲に、草や木の葉、
ホコリなどが溜まらないようご注意くださ
い。オイルや燃料がこぼれた場合はふきとっ
てください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体
を確実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの
力が掛かっている場合があります。取り外し
には十分注意してください。

• 修理作業に掛かる前にバッテリーの接続を
外してください。バッテリーの接続を外すと
きにはマイナスケーブルを先に外し、次にプ
ラスケーブルを外してください。取り付ける
ときにはプラスケーブルから接続します。
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• ブレードを点検する時には安全に十分注意
してください。必ず手袋を着用してくださ
い。悪くなったブレードは必ず交換してくだ
さい。絶対に曲げ伸ばしや溶接で修理しな
いでください。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してく
ださい。エンジンを駆動させたままで調整を
行うのは可能な限り避けてください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換
気の良い場所で行ってください。バッテリー
と充電器の接続 や切り離しを行うときは、
充電器をコンセントから抜いておいてくださ
い。また、安全な服装を心がけ、 工具は確
実に絶縁されたものを使ってください。

乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを安安安全全全にににおおお使使使いいいいいい
たたただだだくくくたたためめめににに：：：ToroToroToro かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項は上記規格には含まれていませ
んが、トロの芝刈り機を初めとする製品を安全
に使用していただくために必ずお守りいただ
きたい事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばした
りする能力があります。重傷事故や死亡事故を
防ぐため、注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をすると
ユーザーや周囲の人間に危険な場合がありま
す。

警警警告告告

エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは致致致死死死性性性ののの有有有毒毒毒物物物質質質ででであああ
るるる一一一 酸酸酸化化化炭炭炭素素素ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

屋屋屋内内内ややや締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所ででではははエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転ししし
ななないいいこここととと。。。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきま
しょう。

• テニスシューズやスニーカーでの作業は避
けてください。

• 安全靴の着用をおすすめします：地域に
よっては着用が義務付けられていますのでご
注意ください。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。
こぼれた燃料はふき取ってください。

• インタロックスイッチは使用前に必ず点検
してください。スイッチの故障を発見したら
必ず修理してから使用してください。

• エンジンを始動する時は必ず着席してくだ
さい。

• 運転には十分な注意が必要です｡転倒や暴走
事故を防止するために以下の点にご注意く
ださい：

– サンドトラップや溝・小川などに近づ
かないこと｡

– 急旋回時や斜面での旋回時は必ず減速
してください｡急停止や急発進をしない
こと。

– 道路横断時の安全に注意｡常に道を譲る
心掛けを｡

– 下り坂ではブレーキを併用して十分に減
速し､確実な車両制御を行うこと｡

• 移動走行時にはカッティングユニットを上
昇させてください。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本
体、マフラー、排気管などに触れると火傷
の危険がありますから手を触れないでくだ
さい。

• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなく
なったりした時は、絶対にＵターンしない
でください。必ずバックで、ゆっくりと下
がって下さい。

• 人や動物が突然目の前に現れたら直ちにリー
ル停止｡注意力の分散、アップダウン、カッ
ティングユニットから飛びだす異物など思わ
ぬ危険があります。周囲に人がいなくなるま
では作業を再開しないこと。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検し
てください。油圧を掛ける前に、油圧ライン
の接続やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作
動油が高圧で噴出していますから、手などを
近づけないでください。リークの点検には
新聞紙やボール紙を使い、絶対に手を直接
差し入れたりしないでください。高圧で噴
出する作動油は皮膚を貫通し、身体に重大
な損傷を引き起こします。万一、油圧オイ
ルが体内に入ったら、直ちに専門医の治療
を受けてください。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエン
ジンを停止し、カッティングユニットを下
降させてシステム内部の圧力を完全に解放
してください。

• 燃料ラインにゆるみや磨耗がないか定期的
に点検してください。必要に応じて締め付
けや修理交換してください。
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• エンジンを回転させながら調整を行わなけ
ればならない時は、手足や頭や衣服をカッ
ティングユニットや可動部に近づけないよう
に十分ご注意ください。また、無用の人間を
近づけないようにしてください｡

• Toro 正規代理店でタコメータによるエンジ
ン回転数検査を受け、安全性と精度を確認し
ておきましょう。この機械の最大エンジン速
度は3000 RPMです。

• 大がかりな修理が必要になった時、補助が必
要な時はToro正規代理店にご相談ください。

• 交換部品やアクセサリは必ず Toro 純正品を
お求めください。他社の部品やアクセサリを
御使用になると製品保証を受けられなくな
る場合があります。

音音音力力力レレレベベベルルル
モモモデデデルルル 306513065130651 ととと 306453064530645

この機械は、音力レベルが 104 dBA であること
が確認されています； ただしこの数値には不
確定値（K）2 dBA が含まれています。音力レ
ベルの確認は、ISO 11094 に定める手順に則っ
て実施されています。

モモモデデデルルル 306513065130651 ととと 306463064630646

この機械は、音力レベルが 105 dBA であること
が確認されています； ただしこの数値には不
確定値（K）2 dBA が含まれています。音力レ
ベルの確認は、ISO 11094 に定める手順に則っ
て実施されています。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル
モモモデデデルルル 306513065130651 ととと 306453064530645

この機械は、オペレータの耳の位置における音
圧レベルが 93 dBA であることが確認されて
います； ただしこの数値には不確定値（K）2
dBA が含まれています。音圧レベルの確認は、
EN ISO 規則 836 に定める手順に則って実施さ
れています。

モモモデデデルルル 306513065130651 ととと 306463064630646

この機械は、オペレータの耳の位置における音
圧レベルが 94 dBA であることが確認されて
います； ただしこの数値には不確定値（K）
2 dBA が含まれています。音圧レベルの確認
は、EC規則 836 に定める手順に則って実施さ
れています。

振振振動動動レレレベベベルルル
モモモデデデルルル 306513065130651 ととと 306453064530645

腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 1.5 m/s2

不確定値（K） = 0.8 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 1.0 m/s2

不確定値（K） = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実
施されています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.5 m/s2

不確定値（K） = 0.3 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実
施されています。

モモモデデデルルル 306513065130651 ととと 306463064630646

腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 1.5 m/s2

不確定値（K） = 0.8 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 1.0 m/s2

不確定値（K） = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実
施されています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.5 m/s2

不確定値（K） = 0.3 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実
施されています。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付していま
す。破損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

70-13-07270-13-07270-13-072

1. ジャッキアップ位置

950832950832950832

1. タイヤ空気圧

950889950889950889

1. 警告：表面が熱い

111-0773111-0773111-0773

1. 警告：指を挟まれる危険、側面から力が掛かっている

111-0936111-0936111-0936

1. 転倒の危険：旋回操作は低速で行うこと

2. 転倒の危険： 傾斜が16度未満の場所でのみ使用すること。
傾斜が16度以上の場所ででは使わないこと。

3. 転倒の危険：ROPS（横転保護バー）を搭載している機械では
必ずシートベルトを着用すること；ROPSを下げて運転してい
るときは必ずシートベルトを外すこと。

4. 警告：オペレーターズマニュアルを読むこと；整備作業を始め
る前には必ず始動キーを抜き取っておくこと。

5. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

111–5233111–5233111–5233

1. 低速 4. カッティングユニット上昇

2. エンジン速度無段階調整 5. カッティングユニットは
ニュートラル

3. 高速 6. カッティングユニットは地表
面でフロート
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111-3344111-3344111-3344

1. 始動スイッチ

111-3562111-3562111-3562

1. ハンドルの角度調整はペダルを踏んで行う

111-3566111-3566111-3566

1. 転落する危険：運転台のラッチが閉まっていることを確認
してから運転すること

111-3567111-3567111-3567

1. ペダルの操作

111-3901111-3901111-3901

1. トランスミッションオイル：詳しい情報については オペレー
ターズマニュアル を読むこと

111-3902111-3902111-3902

1. 警告：ファンによって手にけがをする危険

2. 表面が熱い：詳しい情報については オペレーターズマニュ
アル を読むこと
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 タイヤ空気圧ゲージ（別途入手のこと） 1 タイヤ空気圧を点検する。

オペレーターズマニュアル 1

エンジンマニュアル 1

パーツカタログ 1222
CE 認証証明書 1

運転をする前にオペレーターズマニュア
ルを読んでください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 タイヤ空気圧ゲージ（別途入手のこと）

手手手順順順

前後のタイヤの空気圧を適正範囲に調整する適
正空気圧については以下の表を参照。

重重重要要要 機機機械械械がががタタターーーフフフににに正正正しししくくく接接接地地地ででできききるるるよよよううう、、、
すすすべべべてててのののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧ををを適適適切切切ななな値値値ににに維維維持持持ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

タタタイイイヤヤヤ タタタイイイヤヤヤのののタタタ
イイイプププ

推推推奨奨奨タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧

ターフのコ
ンディション

路面のコン
ディション

最大空気圧

前アクスル 26 x 12.00
- 12 BKT
ターフパ
ターン

10 psi (0.7
bar=0.7
kg/cm2)

20 psi (1.4
bar=1.4
kg/cm2)

25 psi (1.7
bar=1.7
kg/cm2)

後アクスル 20 x 10.00 -
8 BKT ター
フパターン

10 psi (0.7
bar=1.7
kg/cm2)

20 psi (1.4
bar=1.7
kg/cm2)

25 psi (1.7
bar=1.7
kg/cm2)

2
マママニニニュュュアアアルルルををを読読読むむむ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 オペレーターズマニュアル

1 エンジンマニュアル

1 パーツカタログ

1 CE 認証証明書

手手手順順順

• 参照：オペレーターズマニュアル。

• 今後のためにすべての書類を安全な場所に
保管してください。
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製製製品品品ののの概概概要要要

G018144

1

2  3  4 5

図図図 222

1. カッティングユニット 4. 運転席

2. コントロールアーム 5. フード

3. ハンドル

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルルののの構構構成成成機機機器器器

17

9

5

18      1

2

7

14

11

10

6

12  15  13   16   8

4

3

G018032

図図図 333

1. 駐車ブレーキスイッチ 10. ホーンボタン（ライトキット
装着時）

2. ライトスイッチ（ライトキット
装着時）

11. 補助電源 12 V ソケット（12V
キット装着時）

3. 警告用ビーコンスイッチ
（ビーコンキット装着時）

12. オイル圧警告灯

4. ハザードランプスイッチ（ラ
イトキット装着時）

13. トランスミッション温度イン
ジケータ

5. カッティングユニットのポジ
ションコントロール

14. アワーメータ

6. スロットルコントロールレ
バー

15. バッテリー充電警告灯

7. 始動スイッチ 16. エンジン温度警告灯

8. カッティングユニット回転ス
イッチ

17. グロープラグインジケータ

9. 方向指示器スイッチ（ライト
キット装着時）

18. トランスミッション・ニュート
ラルインジケータ
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1

g018033

図図図 444

1. 重量移動コントロール

g014420

1     2

図図図 555

1. 後退走行ペダル 2. 前進走行ペダル

ブブブレレレーーーキキキシシシススステテテムムム

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

駐車ブレーキスイッチの小さい方のロックボ
タンを押してスイッチを前に動かす（前位
置にセット）と駐車ブレーキが掛かります
（図 6）。

注注注 駐車ブレーキを掛けたままで走行しないで
ください：また、走行中に駐車ブレーキを掛け
ないでください。

駐車ブレーキを掛けて、始動キーをIII位置に動
かすとこのランプが点灯します。

警警警告告告

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキははは前前前輪輪輪にににのののみみみ装装装備備備ささされれれててていいいままますすす。。。
法法法面面面にににははは駐駐駐車車車しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

P

1

G018029

図図図 666

1. 駐車ブレーキ

常常常用用用ブブブレレレーーーキキキ

常用ブレーキは、油圧トランスミッションシス
テムの制動作用によるブレーキです。走行ペダ
ルから足をはなしたり、エンジンの速度を落と
したりするとトランスミッションの働きによっ
て常用ブレーキが作用し、走行速度が自動的に
低下します。走行ペダルがニュートラル位置に
くると常用ブレーキが完全作動して車両は停止
します。常用ブレーキは前輪にのみ作用しま
す。

警警警告告告

常常常用用用ブブブレレレーーーキキキででで機機機体体体ををを完完完全全全ににに停停停止止止しししたたた状状状態態態ににに
維維維持持持すすするるるここことととはははででできききままませせせんんん。。。ででですすすかかかららら、、、駐駐駐車車車
時時時にににははは必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけるるるよよようううにににしししててて
くくくだだださささいいい。。。

緊緊緊急急急ブブブレレレーーーキキキ

万一常用ブレーキが故障した場合には、始動
キーをOFFにすればマシンは完全に停止します。
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警警警告告告

緊緊緊急急急ブブブレレレーーーキキキををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは安安安全全全のののたたためめめののの
注注注意意意ががが必必必要要要ででですすす。。。特特特ににに走走走行行行中中中ににに緊緊緊急急急ブブブレレレーーーキキキををを
掛掛掛けけけたたた場場場合合合にににははは車車車両両両ががが急急急停停停止止止しししままますすすかかかららら、、、必必必ずずず
運運運転転転席席席ににに着着着席席席ししし、、、ハハハンンンドドドルルルをををしししっっっかかかりりりととと握握握っっったたた
状状状態態態でででブブブレレレーーーキキキ操操操作作作しししてててくくくだだださささいいい。。。

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル

スロットルコントロールを前方向に動かすとエ
ンジンの速度が上昇します。スロットルコント
ロールを後方向に動かすとエンジンの速度が
低下します（図 7）。

注注注 エンジンの速度は、走行速度、刈り込みブ
レードの回転速度、カッティングユニットの昇
降速度など本機の他の機能に影響を与えます。

1

G018034

図図図 777

1. スロットルコントロール

走走走行行行

前前前進進進走走走行行行：：： 前進ペダルを踏み込むと前進を開
始し、踏み込みを大きくすると速度が上がりま
す。ペダルから足を離せば減速します（図 8）｡

後後後退退退走走走行行行：：： 後退ペダルを踏み込むと後退を開
始し、踏み込みを大きくすると速度が上がりま
す。ペダルから足を離せば減速します（図 8）｡

停停停止止止（（（ニニニュュューーートトトラララルルル）））：：： 走行ペダルから足を
離してください。

g014420

1     2

図図図 888

1. 後退走行ペダル 2. 前進走行ペダル

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト作作作動動動スススイイイッッッチチチ

移動走行時には、必ずカッティングユニット作
動スイッチを OFFOFFOFF 位置にしておいてください。

角角角度度度調調調整整整式式式ススステテテアアアリリリンンングググコココラララムムム

警警警告告告

必必必ずずず、、、運運運転転転前前前ににに、、、ススステテテアアアリリリンンングググコココラララムムムののの調調調整整整機機機
構構構がががしししっっっかかかりりりとととコココラララムムムををを固固固定定定しししててていいいるるるここことととををを
確確確認認認ししし、、、コココラララムムムががが希希希望望望ののの調調調整整整角角角度度度にににロロロッッッククク状状状
態態態でででああありりり、、、ハハハンンンドドドルルルがががぐぐぐらららつつついいいたたたりりりしししててていいいななな
いいいここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

ステアリングコラムの角度調整やハンドルの位
置調整は、必ずマシンを完全に停止させ駐車ブ
レーキを掛けた状態で行ってください。

1. ペダルを足で押し下げると、ステアリングホ
イールの傾きを調整できるようになります。

2. 運転しやすい位置にセットしたら、ペダル
から足を離します（図 9）。

G014549

図図図 999
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運運運転転転席席席

警警警告告告

必必必ずずず、、、運運運転転転前前前ににに、、、運運運転転転席席席ののの調調調整整整機機機構構構がががしししっっっかかかりりり
ととと運運運転転転席席席ををを固固固定定定しししててていいいるるるここことととををを確確確認認認ししし、、、座座座席席席ががが
希希希望望望ののの調調調整整整位位位置置置にににロロロッッッククク状状状態態態でででああありりり、、、ぐぐぐらららつつついいい
たたたりりりしししててていいいななないいいここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

運運運転転転席席席ののの調調調整整整ははは、、、必必必ずずずマママシシシンンンををを完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせ
駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけたたた状状状態態態ででで行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

.前前前後後後調調調整整整：：： 座席調整レバーで運転席の前後位
置の調整を行うことができます（図 10）。

体体体重重重調調調整整整：：： ハンドルを図のように右に回すと
サスペンションが硬くなり、左に回すとサスペ
ンションが柔らかくなります（図 10）。

Kg Kg

CW CCW

G018093

1

2
図図図 101010

1. 座席調整レバー 2. 体重調整ハンドル
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警警警告告告シシシススステテテムムム

エエエンンンジジジンンン冷冷冷却却却液液液のののオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトト警警警告告告灯灯灯

エンジンがオーバーヒートするとこの警告灯が
点灯しホーンが鳴ります（図 11）。

G018035

1

図図図 111111

1. エンジン冷却液のオーバーヒート警告灯

油油油圧圧圧オオオイイイルルルのののオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトト警警警告告告灯灯灯

油圧オイルがオーバーヒートして油圧オイルタ
ンクの中のオイルの温度が95℃になると、この
警告灯が点灯しホーンが鳴ります（図 12）。

G018036

1

図図図 121212

1. 油圧オイルのオーバーヒート警告灯
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バババッッッテテテリリリーーー充充充電電電警警警告告告灯灯灯

バッテリーの充電が低下するとこの警告灯が点
灯します（図 13）。

G018037

1

図図図 131313

1. バッテリー充電警告灯

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルル圧圧圧低低低下下下警警警告告告灯灯灯

エンジンオイルの圧力が低くなりすぎるとこの
警告灯が点灯します（図 14）。

G018081

1

図図図 141414

1. エンジンオイル圧低下警告灯
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始始始動動動キキキーーー

000 = エンジンOFF

III = エンジン作動/補助装置ON

IIIIII = エンジン予熱

IIIIIIIII = エンジン始動

警警警告告告

使使使用用用しししななないいい時時時ははは常常常ににに始始始動動動キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっっててておおおいいい
てててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 始始始動動動キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっったたたととときききにににははは、、、キキキーーー溝溝溝
かかかららら水水水やややごごごみみみががが侵侵侵入入入しししななないいいよよようううににに、、、必必必ずずず保保保護護護
キキキャャャッッップププををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

I
II

III

1

G018082

図図図 151515

1. 始動スイッチ

エエエンンンジジジンンン予予予熱熱熱表表表示示示灯灯灯

キーをIIIIII位置に回す。エンジン予熱表示灯が点
灯し、グロープラグが発熱する（図 16）。

重重重要要要 予予予熱熱熱ををを行行行わわわずずずにににエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動すすするるるとととバババッッッ
テテテリリリーーーががが不不不必必必要要要ににに消消消耗耗耗しししままますすす。。。

G018083

1

図図図 161616

1. エンジン予熱表示灯

燃燃燃料料料計計計

燃料計は、燃料タンクに残っている燃料の量を
表示します（図 17）。

G014558

FUEL

E F

図図図 171717
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アアアワワワーーーメメメーーータタタ

マシンの積算稼働時間を表示するメータです
（図 18）。

000.0

1

G018084

図図図 181818

1. アワーメータ

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン・・・ニニニュュューーートトトラララルルル位位位置置置表表表示示示灯灯灯

走行ペダルがニュートラル位置にあり、駐車ブ
レーキが掛かっていて、始動キーがIII位置にあ
る時にこのランプが点灯します（図 19）。

注注注 駐車ブレーキが掛かっていないと、この
ニュートラル表示灯は点灯しません。

G018085

1

図図図 191919

1. トランスミッション・ニュートラル表示灯
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト作作作動動動スススイイイッッッチチチ表表表示示示灯灯灯

カッティングユニット作動スイッチが前位置に
あり、始動キーがIII位置にある時にこのランプ
が点灯します（図 20）。

1

G018086

図図図 202020

1. カッティングユニット作動スイッチ表示灯
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仕仕仕様様様
注注注 仕様や設計は予告なく変更されることがあります。

幅 1490 mm

長さ 2410 mm

高さ 1681 mm（ROPSを折りたたんだ状態）

2360 mm（ROPSを通常使用位置に立てた状態）

重量（カッティングユニットを含まない） 880 kg

燃料タンク容量 45.7 リットル

最大前進速度 25 km/h

最大後退速度 12.5 km/h

油圧システム容量 32 litres

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

Toro が認定した各種のアタッチメントやアク
セサリがそろっており、マシンの機能をさらに
広げることができます。弊社正規代理店にお
たずねください。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででももも
いいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは、、、必必必ずずずカカカッッッテテティィィンンングググ
ユユユニニニッッットトトををを床床床まままででで降降降下下下さささせせせ、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを
掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっっててておおおくくくこここととと。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

エンジンにはオイルを入れて出荷しています
が、初回運転の前後に必ずエンジンオイルの量
を確認してください。

クランクケースの油量は約 6 リットル（フィ
ルタ共）です。

以下の条件を満たす高品質なエンジンオイル
を使用してください：

• API 規格：CH-4, CI-4 またはそれ以上の
クラス。

• 推奨オイル： SAE 15W-40 （-18℃以上）

• 他に使用可能なオイル：SAE 10W-30 また
は 5W-30（全温度帯）

Toro のプレミアム・エンジンオイル（10W-30
または 5W-30）を代理店にてお求めいただく
ことができます。

注注注 エンジンオイルを点検する最もよいタイミ
ングは、その日の仕事を始める直前、エンジン
がまだ冷えているうちです。既にエンジンを始
動してしまった場合には、一旦エンジンを停止
し、オイルが戻ってくるまで約 10 分間程度
待ってください。油量がディップスティックの
ADDADDADDマークよりも下にある場合は、FULLFULLFULLマーク
まで補給してください。入れすぎないように注
意してください。油量がADDADDADDマークとFULLFULLFULLマー
クの間であれば補給の必要はありません。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止さ
せ、駐車ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. フードを開ける。

3. ディップスティックを抜き取り、付いて
いるオイルをウェスで拭きとってもう一度
差し込む(図 21)。

図図図 212121

1. ディップスティック

4. ディップスティックを引き抜いて、オイ
ルの量を点検する。FULL マークまであれ
ばよい。

5. オイルの量がFULLマークよりも下である
場合は、補給キャップ（図 22）を取り、
Full 位置までオイルを補給する。入入入れれれすすすぎぎぎ
ななないいいこここととと。。。

図図図 222222

1. エンジンオイルキャップ

6. オイルキャップとディップスティックを取
り付け、フードを閉じる。
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冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

注注注意意意

エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを
開開開けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出しししてててややや
けけけどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、温温温度度度ががが十十十分分分ににに下下下がががるるるのののををを
待待待っっってててかかからららキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるこここととと。。。

••• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを開開開けけけ
ななないいいこここととと。。。

••• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを使使使
いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくくりりり
ととと開開開けけけるるるこここととと。。。

冷却液は水とエチレングリコール不凍液の
50/50 混合液です。

1. 通気スクリーン、オイルクーラ、ラジエ
ター正面にたまっているごみを毎日清掃し
てください。非常にホコリの多い条件で使
用しているときには、より頻繁に清掃して
ください。「保守」の「冷却系統の清掃」
を参照してください。

2. ラジエターからキャップを取る。

3. 冷却液の液面が、補給口の上面から30mm -
40mm下にあれば適正。

G018038

(30 - 40mm)
1.2 - 1.6 inches

図図図 232323

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

硫黄分の少ない（微量：501 ppm 未満、または
極微量：15 ppm 未満）の新しい軽油以外は使
用しないでください。セタン値が 40以上のも
のをお使いください。燃料の劣化を避けるた
め、180日以内に使いきれる程度の量を購入す
るようにしてください。

燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量：：：42 リットル

気温が -7℃ 以上では夏用燃料（2号軽油）を使
用しますが、気温が -7℃ 以下の季節には冬用
燃料（1号軽油または1号と2号の混合）を使用
してください。低温下で冬用ディーゼル燃料を
使うと、発火点や流動点が下がってエンジンが
始動しやすくなるばかりでなく、燃料の成分分
離（ワックス状物質の沈殿）によるフィルタの
目詰まりを防止できるなどの利点があります。

気温が -7° 以上の季節には夏用燃料を使用す
る方が、燃料ポンプの寿命を延ばします。

重重重要要要 デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの代代代わわわりりりににに灯灯灯油油油やややガガガソソソ
リリリンンンををを使使使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。こここののの製製製品品品はははバババイイイ
オオオデデディィィーーーゼゼゼルルルB7B7B7まままでででののの燃燃燃料料料ををを使使使用用用すすするるるここことととががが
ででできききままますすす。。。こここののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいとととエエエンンンジジジンンンががが
破破破損損損しししままますすす。。。

警警警告告告

燃燃燃料料料ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと非非非常常常ににに危危危険険険ででで生生生命命命ににに関関関わわわるるる。。。
まままたたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体ににに重重重
篤篤篤ななな症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

••• ノノノズズズルルルややや容容容器器器ののの口口口ににに顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ががが目目目ややや肌肌肌ににに触触触れれれななないいいよよようううにににすすするるる

危危危険険険

燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。
発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災
なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

••• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななな
いいい。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすす
るるる。。。303030 日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

••• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。
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危危危険険険

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンン
ににに引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたた
りりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直
接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 燃料タンクの補給口付近をよごれのない
ウェスできれいにぬぐう。

3. 燃料タンクのキャップを取る。

4. 補給管の根元の高さまで軽油を入れる。

5. 燃料補給後は、燃料タンクのキャップを取
りつけて十分に締め付ける。

注注注 可能であれば、作業後に毎回燃料を補
給しておくようにしてください。これによ
り燃料タンク内の結露を少なくすることが
できます。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
油圧オイルタンクには約 32 リットルの高品
質油圧オイルを満たして出荷しています初め
ての運転の前に必ず油量を確認し、その後は
毎日点検してください。推奨オイルの銘柄を
以下に示します：

ToroToroToroオオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルを販売していま
す（19 リットル缶または 208 リットル缶）。パーツカタログまた
はToro代理店でパーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイル：Toro のオイルが入手
できない場合は、以下に挙げる特性条件およ
び産業規格を満たすオイルを使用することが
できます。合成オイルの使用はお奨めできま
せん。オイルの専門業者と相談の上、適切な
オイルを選択してください：不適切なオイル

の使用による損害についてはToroは責任を持
ちかねますので、品質の確かな製品をお使い
下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス／／／低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液,,, ISOISOISO VGVGVG 464646

物性：

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44 - 48
cSt @ 100°C 7.9 - 8.5

粘性インデックス ASTM
D2270

140～160

流動点, ASTM D97 -37°C～-45°C

産業規格：

ヴィッカース I-286-S （品質レベル）, ヴィッカース M-2950-S
（品質レベル）, デニソン HF-0

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であ
り、そのためオイル洩れの発見が遅れがちで
す。油圧オイル用の着色剤（20cc 瓶）をお使
いいただくと便利です。1瓶で15-22 リットル
の油圧オイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500。ご注文は Toro 代理店へ。

生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル －－－ MobilMobilMobil EALEALEAL 224H224H224H

ToroToroToro 生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルルを販売しています （19 リットル缶また
は 208 リットル缶）。パーツカタログまたはToro代理店でパーツ
番号をご確認ください。

他他他ににに使使使用用用可可可能能能なななオオオイイイルルル：：： Mobil EAL 224H

注注注 植物性オイルをベースにしたオイルであり
Toro 社が本機への使用を認めている唯一の生
分解オイルです。通常の油圧オイルに比べて高
温への耐性が低いので、本書の記述に従って必
要に応じてオイルクーラを装備し、所定の交換
間隔を守ってお使いください。鉱物性のオイル
が混合すると、生分解オイルの毒性や生分解性
能が悪影響を受けます。従って、通常のオイル
から生分解オイルに変更する場合には、所定の
内部洗浄手順を守ってください。くわしくは
Toro 代理店にご相談 ください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニッ
トを降下させ、エンジンを停止させる。

2. タンクの側面にある点検窓から量を点検す
る。点検窓の上の線まであれば適正。

3. 補給が必要な場合は、まず、油圧オイル
タンクのキャップの周囲のよごれを十分に
取り除く（図 24）。タンクからキャップ
を取る。
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1. 油圧オイルタンクのキャップ 3. 点検窓

2. オイルタンク

4. キャップを取り除き、点検窓についている
上マークまでオイルを補給する。入れすぎ
ないこと。

5. タンクにキャップを取り付ける。

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

前輪ナットは 148 ft-lb (200 N-m, 27.7
kg.m）、後輪は 40 ft-lb (54 N-m, 5.5 kg.m）
にトルク締めしてください。

警警警告告告

適適適切切切なななトトトルルルククク締締締めめめををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損
かかかららら人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

運運運転転転台台台のののラララッッッチチチ機機機構構構
運転前に必ず、運転台のラッチ機構がしっか
りと掛かっていて、正常に機能していること
を確認してください。

警警警告告告

運運運転転転台台台のののラララッッッチチチ機機機構構構がががしししっっっかかかりりりととと掛掛掛かかかっっっててていいい
ててて、、、正正正常常常ににに機機機能能能しししててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししななないいいううう
ちちちははは、、、絶絶絶対対対ににに運運運転転転しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

運運運転転転台台台ををを開開開放放放すすするるるにににははは

1. ラッチのハンドルを機体前方に動かすと
ラッチのフックがロックバーから外れて解
除されます。

2. プラットホームを上げる。ガススプリン
グが付いているので楽に上げることができ
ます。

運運運転転転台台台ををを固固固定定定すすするるるにににははは

1. 運転台を注意深く降ろします。ガススプ
リングが付いているので楽に下げることが
できます。

2. 運転台が一番下の位置に近づいてきたら、
ラッチのハンドルを機体前方に動かしま
す。これにより、ラッチのフックがロック
バーをクリアします。

3. 運転台を完全に下げ、ラッチのハンドルを
機体後方に動かすとラッチのフックがロッ
クバーに掛かって運転台を固定します。

G014422
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オオオペペペレレレーーータタタ着着着席席席コココンンントトトロロローーールルル
注注注 駐車ブレーキを掛けずにオペレータが運
転席から立ち上がるとエンジンが自動的に停
止します。

エエエンンンジジジンンン始始始動動動イイインンンタタタロロロッッッククク：：： エンジンは以下
の条件がそろって初めて始動が可能となりま
す：前進・後退ペダルが ニニニュュューーートトトラララルルル 位置
にあり、カッティングユニット作動スイッチ
が OFFOFFOFF 位置にあり、駐車ブレーキが掛かって
いる。上記の条件がすべてそろっているとき
にのみ、スイッチを入れるとエンジンを始動
することができます。

エエエンンンジジジンンン作作作動動動イイインンンタタタロロロッッッククク：：： エンジンが始動
した後は、駐車ブレーキを掛けずに運転席をは
なれるとエンジンが自動的に停止します。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト作作作動動動イイインンンタタタロロロッッッククク：：：
カッティングユニットはオペレータが着席して
いるときのみ作動させることができます。オ
ペレータが運転席から1秒間以上はなれると、
スイッチが作動してカッティングユニットの
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作動は自動的に停止します。カッティングユ
ニットを再度作動させるためには、オペレータ
が着席し、カッティングユニット作動スイッ
チをOFFOFFOFF 位置に戻し、それからもう一度ONONON 位
置にセットする必要があります。通常の刈り
込み作業中に運転席からごくわずかの間だけ
身体が浮き上がるような場合にはカッティン
グユニットは停止しません。

エンジンを始動する時には、カッティングユ
ニット作動スイッチがOFFOFFOFF 位置になければな
りません。

警警警告告告

オオオペペペレレレーーータタタ着着着席席席スススイイイッッッチチチががが故故故障障障しししててていいいるるる場場場合合合
にににははは、、、本本本機機機ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。いいいつつつででで
ももも、、、故故故障障障しししててていいいるるる部部部品品品ををを発発発見見見しししたたたららら交交交換換換ししし、、、
各各各部部部ががが正正正常常常ににに機機機能能能すすするるるここことととををを確確確認認認しししてててかかかららら本本本
運運運転転転ににに入入入るるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注意意意

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､こここれれれ
ををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを
点点点検検検ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修
理理理すすするるる。。。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止
重重重要要要 新新新車車車ををを初初初めめめててて始始始動動動すすするるる時時時ややや、、、燃燃燃料料料切切切れれれででで
エエエンンンジジジンンンががが停停停止止止しししたたた後後後ににに再再再始始始動動動すすするるる時時時、、、まままたたた、、、
燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備ををを行行行っっったたた後後後にににははは、、、エエエンンンジジジンンンををを
始始始動動動すすするるる前前前ににに燃燃燃料料料シシシススステテテムムムのののエエエアアア抜抜抜きききををを実実実施施施
すすするるる必必必要要要がががああありりりままますすす；；；「「「燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア
抜抜抜ききき」」」ををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告

エエエンンンジジジンンンををを始始始動動動すすするるる前前前ににに以以以下下下ををを点点点検検検しししてててくくくだだだ
さささいいい：：：

••• こここのののマママニニニュュュアアアルルルののの「「「安安安全全全上上上ののの注注注意意意事事事項項項」」」ををを
読読読んんんだだだここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

••• 作作作業業業場場場所所所ににに人人人がががいいいななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

••• カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトがががOFFOFFOFFにににセセセッッットトトささされれれててて
いいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

••• 駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキががが掛掛掛かかかっっっててていいいるるるここことととををを確確確認認認
すすするるる。。。

••• 走走走行行行ペペペダダダルルルがががニニニュュューーートトトラララルルルににになななっっっててていいいるるるこここ
とととををを確確確認認認すすするるる。。。

重重重要要要 こここのののマママシシシンンンにににはははエエエンンンジジジンンン始始始動動動イイインンンタタタロロロッッッ
クククががが装装装備備備ささされれれててていいいままますすす：：：「「「オオオペペペレレレーーータタタ着着着席席席コココ
ンンントトトロロローーールルル」」」ののの項項項ををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええててていいいるるるととときききののの始始始動動動手手手順順順

1. 着席し、足を走行ペダルから離してペダル
をニュートラル位置とし、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認したら、スロットル
を70パーセント程度の出力にセットする。

2. 始動キーを III 位置にセットし、エンジンオ
イルの圧力やバッテリー充電警告灯が点灯
することを確認する。

3. 始動キーを予熱位置 IIIIII まで回し、予熱
表示灯が点灯することを確認する。そのま
ま5秒間待つとグロープラグにより予熱が
行われる。

4. 予熱を終了したら、キーを始動位置 IIIIIIIII ま
で回してエンジンをクランキングさせる。

スタータモータは15秒間以上連続で作動さ
せないようにする。エンジンが始動したら、
キーから手を離すとキーは III 位置に戻る。

5. エンジンが温まるまで、低速で暖機運転
する。
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1. エンジン予熱表示灯

警警警告告告

エエエンンンジジジンンンががが作作作動動動中中中はははすすすべべべてててののの警警警告告告灯灯灯ががが消消消灯灯灯ししし
ててていいいなななけけけれれればばばななならららななないいい。。。警警警告告告灯灯灯ががが点点点灯灯灯しししたたた場場場
合合合にににははは、、、直直直ちちちにににエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせ、、、原原原因因因ををを
究究究明明明・・・除除除去去去しししてててかかかららら再再再始始始動動動すすするるる。。。
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エエエンンンジジジンンンががが温温温まままっっっててていいいるるるととときききののの始始始動動動手手手順順順

1. 着席し、足を走行ペダルから離してペダル
をニュートラル位置とし、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認したら、スロットル
を70パーセント程度の出力にセットする。

2. 始動キーを III 位置にセットし、エンジンオ
イルの圧力やバッテリー充電警告灯が点灯
することを確認する。

3. キーを始動位置 IIIIIIIII まで回してエンジンを
クランキングさせる。

スタータモータは15秒間以上連続で作動
させないようにすること。エンジンが始動
したら、キーから手を離すとキーは III 位
置に戻る。

4. エンジンが温まるまで、低速で暖機運転
する。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順

1. すべてのコントロールをニュートラルに
戻し、駐車ブレーキを掛け、スロットルを
ローアイドルにしてエンジンの回転速度を
下げる。

重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停
止止止さささせせせるるる前前前ににに555 分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンングググ時時時
間間間をををとととっっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボ
チチチャャャーーージジジャャャ付付付きききのののエエエンンンジジジンンンででではははトトトラララブブブルルルががが
発発発生生生すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

2. エンジンをアイドル回転させた状態で 5
分間待つ。

3. キーを000位置に回す。

始動キーを 000に回してもエンジンが停止し
ない場合には、エンジン停止レバーを前に
倒してエンジンを停止させる（図 27）。

警警警告告告

エエエンンンジジジンンンががが作作作動動動しししててていいいるるる間間間ははは、、、可可可動動動部部部ややや高高高
温温温部部部分分分ににに近近近づづづかかかななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

G014563

図図図 272727

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののポポポジジジシシショョョンンン
コココンンントトトロロローーールルル
カッティングユニットの昇降操作は、昇降コン
トロールスイッチで行います。

1. カッティングユニットを下降させるには、
昇降コントロールスイッチを下向きに押し
て手を離します。

これにより、カッティングユニットはフ
ロートモードとなり、地表面に追従して上
下に動きます。

2. カッティングユニットを上昇させるには、
昇降コントロールスイッチを上向きに操作
して保持します。

3. 希望する高さまでカッティングユニット
が上昇したら、スイッチから手を離してく
ださい。

コントロールスイッチは自動的にニュー
トラル位置に戻りますが、カッティングユ
ニットは油圧によって上昇位置にロックさ
れます。
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを駆駆駆動動動すすするるる

2

1

G018088

図図図 282828

1. On 2. OFF

カッティングユニットの駆動は、オペレー
タが着席していない限り、できませ
ん： オペレータ着席シートスイッチ (ページ 44)を
参照してください。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを駆駆駆動動動すすするるる：：： カッティ
ングユニット作動スイッチを前方に倒します。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの駆駆駆動動動ををを停停停止止止すすするるる：：：
カッティングユニット作動スイッチの下部をを
後方に倒します。

重重重量量量移移移動動動///走走走行行行アアアシシシススストトトののの使使使用用用
方方方法法法
草地をしっかり走行できるように走行アシス
トとして油圧式の可変式重量移動装置を搭載
しています。

カッティングユニット昇降システムの油圧を利
用してカッティングユニットに上向きの力を
掛けてカッティングユニットから地表面にか
かる重量を小さくし、その分の重量をタイヤ
に移して走行力を高めています。これを重量
移動と呼んでいます。

重重重量量量移移移動動動ををを行行行うううにににははは：：： どの程度の重量移動を
行うのがよいかは状況によって異なりますの
で、重量移動ダイヤルによって調整すること
ができます：

1. バルブロックナットを左に 1/2 回転ゆる
めてその位置に保持する。

2. バルブのダイヤルを回す。

• 左に回すと重量移動が小さくなる。

• 右に回すと重量移動が大きくなる。

3. ナットを締めつける。

1
2

G018089

図図図 292929

1. ロックホイール 2. 重量移動ダイヤル

ROPSROPSROPSののの折折折りりりたたたたたたみみみ方方方
天井の低い場所を通過することができるよう
に、ROPSは折りたたみ式になっています。

警警警告告告

たたただだだししし、、、ROPSROPSROPSががが折折折りりりたたたたたたまままれれれたたた状状状態態態でででははは機機機体体体
ががが転転転倒倒倒しししたたた際際際ののの安安安全全全保保保護護護はははなななくくくなななりりりままますすすかかか
ららら、、、折折折りりりたたたたたたんんんだだだ状状状態態態でででののの運運運転転転にににははは十十十分分分ななな注注注
意意意ががが必必必要要要ででですすす。。。

1. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを止める。

2. 上部フレームを支えておいて、ハンドナッ
トをゆるめ、ワッシャおよびリテーナボル
トと共にピボットブラケットから取り外す
（図 30）。

3. ROPSを注意深く倒してストップで支える。

4. リテーナボルトを下側の穴に差し込み、ハ
ンドナットをしっかりと締め込んで上部フ
レームを倒した状態に固定する。

5. ROPSを立てるときは、上記の手順を逆の順
に行ってください。

警警警告告告

ROPSROPSROPSををを立立立てててたたた状状状態態態でででははは、、、左左左右右右両両両方方方のののリリリテテテーーーナナナ
ボボボルルルトトト・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを正正正しししくくく差差差ししし込込込んんんででで十十十分分分
ににに締締締めめめ付付付けけけ、、、ROPSROPSROPSををを確確確実実実ににに支支支えええてててくくくだだださささいいい。。。
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警警警告告告

ROPSROPSROPSののの折折折りりりたたたたたたみみみややや立立立ちちち上上上げげげ作作作業業業ににに当当当たたたっっっててて
ははは、、、固固固定定定部部部ととと可可可動動動部部部とととののの間間間ににに指指指なななどどどををを挟挟挟まままれれれ
ななないいいよよようううににに十十十分分分注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボル
ト、ナット、ネジ類が適切に締まっている
かを確認してください。

• 磨耗したり破損したりしている部品は安全
のために交換してください。

• シートベルトおよびその取り付け部分が安
全かつ正しく機能していることを確認して
ください。

3

2

1

G014436

図図図 303030

1. 上部フレーム 3. 下の穴

2. ハンドナット、ワッシャ、リ
テーナボルト

ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ位位位置置置
注注注 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体
を確実に支えてください（図 31）。

• 機体前部：後昇降シリンダのマウントの下

• 機体後部：後アクスルのアクスルチューブ

機機機体体体ををを床床床かかかららら浮浮浮かかかすすすにににははは

警警警告告告

機機機体体体ををを床床床かかかららら浮浮浮かかかせせせたたたななならららばばば：：：

••• 絶絶絶対対対ににに、、、機機機体体体ののの下下下にににもももぐぐぐらららななないいいこここととと。。。

••• 絶絶絶対対対ににに、、、エエエンンンジジジンンンををを始始始動動動しししななないいいこここととと。。。

重重重要要要 機機機体体体ををを持持持ちちち上上上げげげるるる前前前ににに、、、ジジジャャャッッッキキキなななどどど
ののの持持持ちちち上上上げげげ装装装置置置ががが正正正常常常ににに作作作動動動すすするるるこここととと、、、おおおよよよ
びびび機機機体体体ををを安安安全全全ににに支支支えええるるるたたためめめののの十十十分分分ななな能能能力力力ををを有有有
しししててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。最最最低低低必必必要要要
持持持ちちち上上上げげげ能能能力力力：：：222トトトンンン

1. 平らな場所に停車する。

2. 駐車ブレーキを掛け、

3. 始動キーを OFF 位置にして抜き取る。.

4. ジャッキを置く床面が平らでしっかりして
いることを確認する。

5. 機体の所定位置の下にジャッキをセット
する。

6. 機体前部を持ち上げる場合には、機体が
後ろに逃げないように、後輪に輪止めを掛
けておく。

注注注 駐車ブレーキは前輪にのみ働くので注意
が必要である。

1

2

3

G018092

図図図 313131

1. 左前部のジャッキアップ位
置

3. 右前部のジャッキアップ位
置

2. 車体後部のジャッキアップ
位置
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ヒヒヒンンントトト

運運運転転転操操操作作作ににに慣慣慣れれれるるる

実際に芝刈りを始める前に、安全な場所で運
転操作に十分慣れておいてください。特に機
械の始動、停止、前進走行と後退走行、カッ
ティングユニットの上昇・下降動作、および
ブレード回転・停止操作。操作に慣れてきた
ら、斜面の上り下りや速度を変えての運転も
練習しましょう。

警警警告告告シシシススステテテムムム

作業中に警告灯が点灯したら、直ちに機械を停
止し原因を確認してください。異常を放置し
たまま作業を続けると本機に重大な損傷を招
く可能性があります。

芝芝芝刈刈刈りりり

カッティングユニットのブレードの回転速度は
常に最高速度になるようにしておくことが、
よい刈り上がりを作るコツです。すなわち、
刈り込み中はエンジンを常にフルスロットル
で運転するということです。

芝草のライに逆らう方向で刈り込むと、ベスト
の刈り上がりになります。そのためには、毎
回、刈り込みの方向を変えるようにすること
が大切です。

刈刈刈りりり込込込みみみののの品品品質質質

前進速度が速すぎると刈り上がりが悪くなり
ます 作業速度と刈り上がりのバランスをよ
く考えて、適切な前進速度で刈り込みを行う
ようにしてください。

エエエンンンジジジンンン

絶対に、エンジンを酷使しないでください。
前進速度を小さくするか、刈高を上げるかし
てください。

移移移動動動走走走行行行

ターフ以外の場所を走行する場合には、必ず
カッティングユニットを停止させておいてくだ
さい。狭い場所を通り抜ける時、カッティン
グユニットをぶつけて損傷しないよう十分注
意してください。

警警警告告告

道道道路路路ののの縁縁縁石石石なななどどどををを乗乗乗りりり越越越えええるるる際際際にににははは十十十分分分ににに注注注
意意意しししててて運運運転転転しししてててくくくだだださささいいい。。。必必必ずずず速速速度度度ををを落落落とととししし
ててて、、、機機機体体体各各各部部部、、、タタタイイイヤヤヤ、、、ススステテテアアアリリリンンングググシシシススステテテ
ムムムををを保保保護護護しししてててくくくだだださささいいい。。。すすすべべべてててのののタタタイイイヤヤヤががが規規規
定定定どどどおおおりりりのののタタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ににに調調調整整整ささされれれててていいいるるるこここ
とととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

法法法面面面

斜面の通行には最大の注意を払ってください。
また、転倒事故を防止するために、法面での速
度の出しすぎや急旋回に十分注意してくださ
い。急な法面を下る際には、カッティングユ
ニットを降下させておいてください。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間 • オルタネータベルトの磨耗と張りの点検を行う。

使用開始後最初の 50 時間

• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。
• トランスミッションオイルのフィルタを交換する。
• 油圧リターンフィルタを交換する。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。

使用するごとまたは毎日

• エンジンオイルの量を点検してください。
• 冷却系統を点検する。
• 燃料残量を点検する。
• 油圧オイルの量を点検する。
• ホイールナットのトルク締めを行う。
• タイヤ空気圧を点検する。
• エアクリーナインジケータを点検する。（エアクリーナのインジケータが赤色になったら
その時点で整備を行う。チリはホコリの非常に多い環境で使用しているときには頻繁
な整備が必要となる。）

• 吸気スクリーン、オイルクーラ、ラジエターを清掃する（悪条件下で使用している場
合はより頻繁に）。

• 安全インタロックの動作を点検する。
• 油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部のゆるみ、磨耗、フィッティングの
ゆるみ、風雨や薬品による劣化などがないか点検する。

50運転時間ごと
• ベアリング、ブッシュ、ピボットのグリスアップを行います（車体を水洗いしたときは整備
間隔に関係なく直ちにグリスアップしてください。）

100運転時間ごと
• 冷却系統のホースを点検する。
• オルタネータベルトの磨耗と張りの点検を行う。

150運転時間ごと • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと • 燃料タンクと油圧オイルタンクにたまっている水を抜き取る。

250運転時間ごと
• バッテリーの点検
• バッテリーの点検と清掃を行う。
• トランスミッション制御ケーブルの点検

400運転時間ごと
• 燃料フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• 燃料ラインとその接続を点検します。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。

500運転時間ごと

• エンジンのオーバーヒート警告システムの点検
• 一次エアフィルタを交換する。（悪条件下ではより頻繁に交換を行ってください。）
• 電気系統の点検
• トランスミッションオイルのフィルタを交換する。
• 油圧リターンフィルタを交換する。
• 後輪の整列を点検する。
• 油圧システムの整備
• 油圧オイルのオーバーヒート警告システムの点検

800運転時間ごと
• 燃料タンクを空にして内部を清掃する。
• エンジンバルブの調整を行う（エンジンのオペレーターズマニュアルを参照のこと）。

長期保管前 • 燃料タンクを空にして内部を清掃する。

2年ごと
• 冷却系統の内部を洗浄し新しい冷却液に交換する。
• 全部の可動部ホースを交換する。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作

ブレーキの動作

ROPSが立てられた状態で適切にロックされている

エンジンオイルの量と燃料の量

エアフィルタのインジケータの表示。

ラジエターとスクリーンの汚れ。

エンジンからの異常音。1

運転操作時の異常音

油圧オイルの量を点検

油圧ホースの磨耗損傷を点検

オイル漏れなど

タイヤ空気圧を点検する

計器類の動作

グリスアップ個所の点検2

塗装傷のタッチアップ

1.始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズルを点検する。

2.車体を水洗いした時は整備間隔に関係なく直後に行う。

要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録

点検担当者名：

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事

1

2

3

4

5

6

7

8

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。
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整整整備備備作作作業業業ののの前前前ににに
整備作業を実施する前には、必ず、エンジンを停止し、始動キーを抜き取り、駐車ブレーキを掛
け、油圧装置内部から圧力を解放し、カッティングユニットを床面まで降下させ、このマニュア
ルに記載されている安全上の注意事項を確認してください。

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

重重重要要要 マママシシシンンンををを常常常ににに安安安全全全ににに使使使用用用すすするるるたたためめめにににははは定定定期期期的的的ななな整整整備備備ががが不不不可可可欠欠欠ででですすす。。。適適適切切切ななな整整整備備備ををを行行行うううここことととににによよよ
りりり、、、マママシシシンンンののの寿寿寿命命命ががが延延延びびび、、、まままたたた万万万一一一ののの故故故障障障ののの際際際ののの製製製品品品保保保証証証もももスススムムムーーースススににに行行行わわわれれれままますすす。。。各各各交交交換換換部部部品品品ももも
そそそれれれぞぞぞれれれののの機機機能能能ににに合合合わわわせせせててて設設設計計計製製製造造造ささされれれててていいいままますすすかかかららら、、、必必必ずずずトトトロロロ社社社ののの純純純正正正部部部品品品をををおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

油圧システムにとっては、ほんのわずかのチリや異物も大きな障害となります。油圧システムの整
備を行うときには、周囲を十分に清潔に維持し、システム内部に絶対に異物を入れないように細心
の注意を払ってください。接続を外したりして開放されている油圧ラインやポートには、必ずプ
ラグやカバーなどを取り付けてください。

本書で推奨している整備間隔は、通常条件で使用している場合を想定したものです。悪条件下で使
用している場合などは整備間隔を短くする必要があります。

圧力洗浄機やスチーム洗浄機を使用した後は、すぐに各ピボットポイントにグリスを補給してく
ださい。

警警警告告告

運運運転転転直直直後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンン、、、トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン、、、おおおよよよびびびオオオイイイルルル類類類ががが高高高温温温ににになななっっっててていいいままますすす。。。整整整備備備作作作業業業
ははは、、、機機機体体体各各各部部部ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええてててかかかららら行行行うううよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい：：：特特特にににエエエンンンジジジンンンののの整整整備備備やややエエエンンンジジジンンンオオオイイイ
ルルル、、、オオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換時時時にににはははごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。
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潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググ、、、ブブブッッッシシシュュュ、、、ピピピボボボッッットトトののの
グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

定期的に、全部のベアリングとブッシュにNo.2
汎用リチウム系グリスを注入します。車体を水
洗いしたときは整備間隔に関係なく直直直ちちちにににグリ
スアップしてください。

グリスニップルが破損している場合にはすぐ
に交換してください。

機体のすべてのグリスアップ個所に確実にグリ
スを補給してください：新しいグリスが漏れ出
してくるのが見えるまできちんとグリスを注入
してください。これにより、機体の寿命を最大
限に延ばすことができます。

グリスアップ箇所は以下の通りです：

1 1 1

1 1

1

1

1
1

1

G018090

図図図 323232

1. 50 運転時間ごとにグリスアップします。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンのののオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトト警警警告告告シシシ
ススステテテムムムののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと

1

G014437

図図図 333333

1. 温度スイッチ

1. 始動キーを I 位置に回す。

2. エンジン温度スイッチから、赤/青の電気
コードを外す。

3. このコードの金属端子部分を適当なアース
部に接触させる：金属部分同士をきちんと接
触させること。

ホーンが鳴り、エンジン冷却液温度警告灯が点
灯すればスイッチは正常に作動している。シス
テムが正常に作動しない場合は、必ず運転前
に修理する。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

500運転時間ごと

111次次次エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備

エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がない
か点検してください。破損していれば交換して
ください。吸気部全体について、リーク、破
損、ホースのゆるみなどを点検してください。

エアクリーナの一次フィルタの整備は、整備イ
ンジケータ（図 34）が赤色になるまでは行わ
ないでください。早めに整備を行っても意味が
ありません。むしろフィルタを外したときにエ
ンジン内部に異物を入れてしまう危険が大き
くなります。

重重重要要要 本本本体体体とととカカカバババーーーがががシシシーーールルルでででしししっっっかかかりりり密密密着着着しししててて
いいいるるるのののををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. エアクリーナのインジケータを点検する。
インジケータの表示が赤色に変わっていた
ら、フィルタの交換を行う（図 34）。

G014565

図図図 343434

2. フィルタを外す前に、低圧のエア（2.8
kg/cm2、異物を含まない乾燥した空気）で、
フィルタとボディーとの間に溜まっている大
きなゴミを取り除く。高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用ししし
ななないいい。。。異異異物物物がががフフフィィィルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部
へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。ボディーから
カバーを外す。

このエア洗浄により、フィルタを外した時
にほこりが舞い上がってエンジン部へ入り込
むのを防止することができる。

1     2       3 G014566

図図図 353535

1. ダストブーツ 3. エアフィルタ

2. ダストボウル

3. フィルタを取り外して交換する(図 35)。

エレメントを洗って再使用しないこと。洗
浄によってフィルタの濾紙を破損させる恐れ
がある。

4. 新しいフィルタに傷がついていないかを点
検する。特にフィルタとボディーの密着部
に注意する。破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタははは使使使用用用
しししななないいい。。。
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5. フィルタをボディー内部にしっかり取り付け
る。エレメントの外側のリムをしっかり押さ
えて確実にボ ディーに密着させる。フフフィィィルルル
タタタののの真真真んんん中中中ののの柔柔柔らららかかかいいい部部部分分分ををを持持持たたたななないいいこここととと。。。

6. カバーについている異物逃がしポートを清
掃する。カバーについているゴム製のアウ
トレットバルブを外し、内部を清掃して元
通りに取り付ける。

7. アウトレットバルブが下向き（後ろから見
たとき、時計の5:00と7:00の間になるよう
に）カバーを取り付ける。

8. エアクリーナのホースを点検する。

9. カバーをしっかりと掛ける。

安安安全全全フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備

エアフィルタには、メインのエレメントを交
換している間に内部に異物が侵入しないよう
に、一次フィルタの内部に安全フィルタを入れ
てあります。

この安全フィルタは再利用せず、定期的に交
換してください。

重重重要要要 安安安全全全フフフィィィルルルタタタははは絶絶絶対対対ににに洗洗洗わわわななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。安安安全全全フフフィィィルルルタタタががが汚汚汚れれれててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、１１１次次次
フフフィィィルルルタタタががが破破破損損損しししててていいいままますすす。。。そそそののの場場場合合合にににははは両両両方方方
のののフフフィィィルルルタタタををを交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

150運転時間ごと

1. ドレンプラグ (図 36) を外してオイルを
容器に受ける。

図図図 363636

1. オイルドレンバルブ

2. オイルが抜けたらドレンプラグを取り付け
る。

3. オイルフィルタ（図 37）を外す。

図図図 373737

1. オイルフィルタ

4. 新しいフィルタのシールにきれいなエンジ
ンオイルを薄く塗る。

5. アダプタに新しいフィルタを取り付ける。ガ
スケットがアダプタに当たるまで手でねじ込
み、そこから更に 1/2 回転増し締めする。

重重重要要要 フフフィィィルルルタタタををを締締締めめめ付付付けけけすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。

6. エンジンオイルを入れる。の「エンジンオ
イルを点検する」を参照。
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

危危危険険険

軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災ななな
どどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃
料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら 6-126-126-12 mmmmmm 程程程度度度下下下ままま
でででとととすすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ががが
膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確
保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保存存存ししし、、、
容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるるこここととと。。。

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

重重重要要要 キキキャャャニニニスススタタタををを定定定期期期的的的ににに交交交換換換すすするるるここことととににによよよ
りりり、、、燃燃燃料料料ににに含含含まままれれれててていいいるるる異異異物物物ににによよよっっっててて燃燃燃料料料噴噴噴射射射
ポポポンンンプププのののプププララランンンジジジャャャやややノノノズズズルルルががが異異異常常常磨磨磨耗耗耗すすするるるななな
どどどののの事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるここことととがががででできききままますすす。。。

1. 燃料フィルタのキャニスタの下に汚れのな
い容器をおく（図 38）。

2. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬ
ぐう。

1

G018028

図図図 383838

1. 燃料フィルタ

3. フィルタ容器を外して取り付け部をきれい
に拭く。

4. ガスケットに薄くオイルを塗る。

5. 新しいフィルタキャニスタを手で取り付
け、ガスケットが取り付け部にあたるまで手
で締め付ける。

6. 燃料システムのエア抜き；「燃料システム
のエア抜きを行う」の項を参照。

燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
以下の場合には、エンジンを始動する前に燃料
システムのエア抜きを実施する必要がありま
す：

• 新車を初めて始動する時

• 燃料切れでエンジンが停止した後に再始動
する時

• 燃料系統の整備作業、例えばフィルタ交換、
セパレータの洗浄などを行った後

36



危危危険険険

軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災ななな
どどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは燃燃燃
料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら 6-126-126-12 mmmmmm 程程程度度度下下下ままま
でででとととすすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ががが
膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確
保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保存存存ししし、、、
容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるるこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車し、燃料タンクに半分以
上の燃料が残っていることを確認する。

2. フードを開ける。

3. キーを ON 位置に回してエンジンをクランキ
ングさせる。燃料は燃料ポンプによって燃料
タンクから吸い出され、燃料フィルタを満た
してホースからエンジンに入りますがこの際
に空気も一緒に送られる場合があります。エ
ンジンを始動するためには、この空気を抜く
必要がありますが、空気が完全に抜け切る
のに多少の時間がかかり、その間エンジン
が咳き込むような動きをすることがありま
す。空気が完全に抜けてエンジンが滑らかに
回転するようになったら、そこから数分間
運転を続けて内部の空気が完全に抜けてい
ることを確認してください。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと

長期保管前

燃料系統が汚染された時や、マシンを長期にわ
たって格納する場合はタンクを空にして内部を
清掃してください。タンクの清掃にはきれいな
燃料を使用してください。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

燃料ラインとその接続を点検します。劣化・
破損状況やゆるみが発生していないかを調べ
てください。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備
重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、本本本機機機ににに溶溶溶接接接作作作業業業
ををを行行行ううう時時時にににははは、、、バババッッッテテテリリリーーーのののケケケーーーブブブルルルををを222本本本ととと
ももも、、、バババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびオオオルルルタタタネネネーーータタタののの接接接続続続部部部
かかかららら外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

電電電気気気系系系統統統ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと

すべての電気接続部を点検し、破損や腐食を発
見した場合には修理・交換してください。結線
が露出している部分については、高品質の防錆
剤をスプレーし、水分の浸入を防止してくださ
い。

バババッッッテテテリリリーーーののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 250運転時間ごと

注注注 バッテリーを取り外すときは、必ずマイナス
（-）ケーブルを先に外してください。

注注注 バッテリーを取り付けるときは、必ずマイナ
ス（-）ケーブルを後から取り付けてください。

エンジンカバーを開ける。バッテリー端子に腐
食が発生している場合には、ワイヤブラシで丁
寧に取り除き、ワセリンなどの塗って腐食を防
止する。バッテリーコンパートメントを清掃す
る。

通常の使用環境では、バッテリーの整備は上記
の点検と作業以外にはほとんど必要ありませ
ん。非常に気温の高い環境で機械を連続使用す
る場合には、バッテリー液の量の点検を定期的
に行い、必要に応じて液を補充するようにし
てください。

各セルのカバーを外し、バッテリーの上部から
15mm下まで蒸留水を補給する。セルカバーを
取り付ける。

注注注 バッテリーケーブルの点検バッテリーケーブ
ルがゆるんでいないか点検して必要に応じて締
め付け、磨耗するなど劣化症状が現れてきた場
合には、新しいケーブルに交換します。

37



バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 250運転時間ごと

危危危険険険

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

••• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮
膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるる
こここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを
保保保護護護すすするるるこここととと。。。

••• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、
必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

警警警告告告

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守しししバババッッッテテテリリリーーーにににいいいかかかななな
るるる火火火気気気ももも近近近づづづけけけななないいい。。。

バッテリーの状態の点検端子や周囲が汚れてい
ると自然放電しますので、バッテリーが汚れ
ないようにしてください。洗浄する場合は、
まず重曹と水で全体を洗います。次に真水で
すすぎます。

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンオオオイイイルルルのののフフフィィィルルル
タタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

500運転時間ごと

G0180911
図図図 393939

機体右側

1. トランスミッションオイルフィルタ

1. トランスミッションオイルフィルタのハウ
ジングの下部をもって、ねじをゆるめるよ
うにして外す。

2. 外したフィルタエレメントは廃棄する。

3. 新しいフィルタエレメント（P/N 924709）
を取り付ける。

4. ハウジングを取り付ける。

油油油圧圧圧リリリタタターーーンンンフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

500運転時間ごと

1. リターンフィルタを外す。

2. 新しいリターンフィルタのガスケットにオ
イルを薄く塗る。

3. 新しいリターンフィルタを機体に取り付け
る。
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g014491

1

図図図 404040

機体左側

1. 油圧オイルリターンフィルタ

後後後輪輪輪ののの整整整列列列ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと

タイヤの無用な磨耗を防止し、安全な走行を確
保するために、後輪を適切に整列させておく必
用があります（3-8 mm）。

後輪を真っ直ぐ前に向ける。左右両輪の前部の
側壁間の距離と、後部の側壁間の距離を、車
輪の中心の高さで比較する、後の距離が前の
距離よりも大きく、その差が3-8 mmであれば
適正である。
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図図図 414141

1. 車輪の中心の高さ 3. 前進方向

2. タイヤ 4. トラックロッド・アセンブリ

後輪の調整を行うには、まずトラックロッド・
アセンブリについている左右のロックナット
をゆるめる。（左側ロックナットは左ねじで
す）。トラックロッドを回転させて適切な距離
に調整し、ロックナットをしっかりと締め付け
る。
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冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却部部部ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

100運転時間ごと

2年ごと

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、
駐車ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ラジエターのスクリーンを清掃する。

3. エンジン部を丁寧に清掃する。

4. エンジンカバーのラッチをはずしてカバー
を開ける（図 42）。

2

3

1

G018023

図図図 424242

1. エンジンカバー 3. オイルクーラ解放クリップ

2. オイルクーラ

5. スクリーンを圧縮空気でていねいに洗浄す
る。

6. オイルクーラのラッチを内側に回してオイ
ルクーラを解放する（図 43）。

G014918

図図図 434343

1. オイルクーラ 2. オイルクーラのラッチ

7. オイルクーラとラジエターの裏表を（図 44）
圧縮空気で丁寧に清掃する。

G014919

図図図 444444

1. ラジエター

8. オイルクーラを元に戻し、ラッチで固定す
る。

9. エンジンカバーを閉じ、ラッチを掛ける。

40



ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
牽引に使用する車両が牽引のための十分な能
力、および牽引される側の車両を含めた全体を
十分に制動できるブレーキ能力を備えているこ
とを確認する。牽引車両の駐車ブレーキが掛
かっていることを確認する。モアが暴走しない
ように、モアの前輪に輪止めを掛ける。

以以以下下下ののの手手手順順順ににによよよりりり、、、モモモアアアののの前前前輪輪輪デデディィィスススクククブブブレレレーーー
キキキををを外外外すすす：：：

1. モアと牽引車両とを、しっかりした牽引バー
で相互に接続する。

2. 右前輪のホイールモータのディスクブレー
キ・アセンブリについている六角プラグを
外す。

3. 運転台の下に保管してある M12 x 40 固定
ねじを探しだす：運転台の左右のレールに1
本ずつ入っている。

4. モータのエンドプレートの中温にある穴に
M12 x 40 mmねじを取り付ける。

5. ねじを締め付けていくとブレーキが解除さ
れる（図 45）。

g014448

1

図図図 454545

1. 六角プラグ 950639

6. 左前輪のホイールモータのディスクブレー
キ・アセンブリについて、上記と同じ作業を
行う（図 46）。

1     2     3

G014449

図図図 464646

1. 六角プラグ 950639 3. 固定ねじ M12 x 40 —
ZDH1L040U

2. ワッシャ M12–09485

7. トランスミッションポンプの下側について
いるバイパスバルブを左方向に回して（3回
転以内）、油圧常用ブレーキを解除する。

牽引中のハンドル操作は油圧なしのマニュ
アル操作となります。エンジンが停止されて
おり、油圧アシストがないのでハンドル操作
は重くなります（図 47）。

1
G014450

図図図 474747

1. トランスミッション･バイパスバルブ

8. 以上で、モアはすべてのブレーキがはずれ
た状態となり、短距離を低速で牽引すること
ができます。前輪に掛けてある輪止めを外し
て牽引してください。
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9. 牽牽牽引引引終終終了了了後後後ののの処処処置置置：：：モアを通常の運転モード
に戻すには、以下の手順を行ってください：

A. 前輪に輪止め掛ける。

B. トランスミッションポンプについてい
るバイパスバルブを右方向に回して閉じ
る。

10.以以以下下下ののの手手手順順順ににによよよりりり、、、モモモアアアののの前前前輪輪輪デデディィィスススクククブブブ
レレレーーーキキキををを作作作動動動可可可能能能ににに戻戻戻すすす：：：

注注注 M12 x 40 を取り外し、運転台下の元の位
置に収納する。

A. 右前輪のホイールモータのディスクブ
レーキ・アセンブリを探し出す。

B. 固定ねじを左方向に回してワッシャと
共に外す。

C. モータのエンドプレートに六角プラグを
取り付ける（図 48）。

1

2      3       4

g014451

図図図 484848

1. 前ホイールモータ：
111–2557

3. ワッシャ M12–09485

2. 六角プラグ 950639 4. 固定ねじ M12x40 —
XH1L040U

D. 左前輪のホイールモータのディスクブ
レーキ・アセンブリについて、上記と同
じ作業を行う。

E. タイヤの輪止めを取り外す。

F. 牽引バーを取り外す。これでモアのブ
レーキ系統は通常モードに戻りました。

警警警告告告

実実実際際際ににに運運運転転転ををを行行行ううう前前前ににに、、、試試試運運運転転転ををを行行行っっってててブブブレレレーーー
キキキ系系系統統統ががが適適適正正正ににに機機機能能能しししててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくく
だだださささいいい。。。まままたたた、、、低低低速速速ででで運運運転転転しししてててモモモアアアののの各各各機機機能能能ををを
点点点検検検確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。ブブブレレレーーーキキキががが正正正常常常ににに作作作
動動動しししななないいいうううちちちははは、、、モモモアアアををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。ブブブレレレーーーキキキののの機機機能能能ををを止止止めめめたたたままままままでででモモモアアアををを使使使
用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
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ベベベルルルトトトののの整整整備備備
初日の運転が終了したらオルタネータベルトの
状態と張りの点検調整を行い、その後は100運
転時間ごとに点検調整します。

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトのののテテテンンンシシショョョンンン
調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

100運転時間ごと

1. フードを開ける。

2. オルタネータ側プーリとクランクシャフト
側プーリ間の中央部(図 49)でベルトを指で
10 kg程度の力で押して点検する。

図図図 494949

1. ブレース 3. ピボットボルト

2. オルタネータベルト

ベルトのたわみが 10 mm 程度あれば適正と
する。たわみの量が適正でない場合は手順
3へ進む：訂正な場合にはこのまま運転を
継続してよい。

3. ブレースをエンジンに固定しているボルト
（図 49）と、オルタネータをブレースと
ピボットボルトに固定しているボルトをゆ
るめる。

4. オルタネータとエンジンの間にバールを差
し込み、オルタネータの位置を変えて必要
な張りを出す。

5. 調整が終わったらそれぞれのボルトを締め
る。

43



制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

走走走行行行ペペペダダダルルル（（（前前前進進進・・・後後後退退退）））ののの動動動作作作
ののの点点点検検検
エンジンを停止させた状態で、前進・後退走行
ペダルを踏み込み範囲全体にわたって操作し、
ペダルから足を離すと自然にニュートラル位置
に戻ることを確認する。

オオオペペペレレレーーータタタ着着着席席席シシシーーートトトスススイイイッッッチチチ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

1. 着席し、エンジンを始動する。

2. カッティングユニットを床面まで降下させ
る。

3. カッティングユニット作動スイッチ入れる。

4. 運転席から立ち上がり、カッティングユ
ニットが0.5-1秒遅れて停止することを確
認する。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののイイインンンタタタロロロッッッ
クククスススイイイッッッチチチ
1. エンジンを停止する。

2. カッティングユニット作動スイッチ
をOFF位置にセットし、始動キーを III
に回す。カッティングユニット作動ス
イッチ標示灯が点灯しなければ適正であ
る。 コントロールパネルの構成機器 (ページ 11)を
参照のこと。

3. スイッチを ON 位置に回す。ランプが点灯
し、キーを回してもエンジンが始動できな
ければ適正である。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキのののイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッ
チチチ
1. エンジンを止める。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. 始動キーをIII 位置に回す。駐車ブレーキ表示
ランプが点灯すれば適正である。

4. 駐車ブレーキを解除する。ランプが消え、
キーを回してもエンジンが始動できなけれ
ば適正である。

5. 駐車ブレーキを掛け、着席し、エンジンを
始動する。

6. 駐車ブレーキを解除する。

7. 運転席から立ち上がり、エンジンが停止す
ることを確認する。

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン制制制御御御ケケケーーーブブブルルルととと
制制制御御御機機機構構構ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 250運転時間ごと

ケーブルの状態および作動状態を速度コント
ロールペダルおよびトランスミッションポン
プ部で点検する。

• ごみ、ほこり、異物を取り除く。

• ボールジョイントが確実に固定されている
こと、取り付けブラケットとケーブルアン
カーにガタやゆるみがなく割れなどの破損が
ないことを確認する。

• エンドフィッティングを点検し、磨耗、腐
食、スプリングの破損などがあれば必要に応
じて交換などする。

• ゴムシール類が適正位置にあり、磨耗や破
損をおこしていないか点検する。

• インナーケーブルを保護しているスリーブ
の状態がよいこと、またアウターケーブル・
アセンブリに確実に固定されていることを確
認する。割れや外れの兆候が見られた場合に
は、直ちに新しいものに交換する。

• スリーブ、ロッド、インナーケーブルに曲
がり、折れなどの破損が発生していないか点
検する。問題がある場合には直ちに新しい
ケーブルに交換する。

• エンジンを停止させた状態で、前進・後退
走行ペダルを踏み込み範囲全体にわたって操
作し、ペダルが止まったり引っかかったり
せずにスムースにニュートラル位置まで動
くことを確認する。

g014571
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図図図 505050

1. アウターカバー 3. スリーブ

2. ゴム製シール 4. ロッドの端部
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トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンのののニニニュュューーートトトラララルルルイイイ
ンンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチ
1. エンジンを停止する。

2. 走行ペダル（前進・後退）から足を離す。

3. 始動キーを III 位置に回し、トランスミッ
ションニュートラル表示灯が点灯すること
を確認する。

4. 前進および後退ペダルをそれぞれ軽く踏み
込み、表示灯が消えることを確認する。

注注注 各条件においてエンジンが「始動しない」こ
とを確認するテストを実施するときは、マシン
の周囲の安全を十分に確認しておくこと。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

警警警告告告

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体
ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーースススににに
傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててて
いいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作
動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手
なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを
確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 万万万一一一、、、噴噴噴射射射液液液ががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに専専専
門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと

注注注 電気関係機器に水を掛けないでください。
これらの部分の清掃は乾いた布やブラシで行っ
てください。

以下の点検整備は、油圧オイルが暖かいとき
（ただし危険なほど高温でないこと）に行うの
がベストです。カッティングユニットを床面
まで降下させ、油圧オイルタンクからオイル
を抜き取る。

1. オイルタンクのフィルタを取り外すと、ス
トレーナに手が届くようになる。

2. ストレーナを回して外し、パラフィンまた
は石油で清掃して元通りに取り付ける。

3. リターンラインのオイルフィルタエレメン
トと取り付ける。

4. トランスミッションオイルのフィルタを取
り付ける。

5. 油圧タンクに、所定の品質の新しい油圧オ
イルを入れる：仕様 (ページ 20)を参照。

6. マシンの試運転を行い、すべての油圧装置
を作動順次作動させて油圧オイルが十分に温
まるのを待つ。

7. 点検窓からオイルの量を点検し、不足してい
る場合には上マークまでオイルを補給する。
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21

G014452

図図図 515151

1. オイルタンクのキャップ 3. 補給口ストレーナ

2. ストレーナ

油油油圧圧圧オオオイイイルルルのののオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトト警警警告告告
シシシススステテテムムムののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと

1 g0180242

図図図 525252

1. 温度スイッチ 2. 油圧オイルタンク

1. 始動キーを ON 位置（I）に回す。

2. 油圧タンク温度スイッチから、赤/黄の電気
コードを外す。

3. このコードの金属端子部分を適当なアース
部に接触させる：金属部分同士をきちんと接
触させること。

ホーンが鳴り、油圧オイル温度警告灯が点灯す
ればスイッチは正常に作動している。異常を
発見したら必ずモアを使用するう前に修理し
てください。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検
毎日、油圧ホースと油圧ラインを点検し、漏
れ、折れ、サポートのゆるみ、磨耗や腐食があ
れば交換してください。異常を発見したら必ず
運転を行う前に修理してください。
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そそそののの他他他ののの保保保守守守整整整備備備

ごごごみみみののの投投投棄棄棄にににつつついいいててて
エンジンオイル、バッテリー、油圧オイル、冷
却液は環境汚染物質です。これらものを処分す
る場合には、地域の法令などにしたがって行っ
てください。

危険物を処分する際には、法律などで定められ
た施設に持ち込むなど適正に処分してくださ
い。廃棄物によって、水源、排水、下水施設な
どが汚染されないように配慮してください。

注注注意意意

危危危険険険物物物ののの処処処分分分ををを適適適切切切ににに行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーははは通通通常常常ごごごみみみとととしししててて廃廃廃棄棄棄すすするるるこここととと
はははででできききままませせせんんんかかかららら注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

••• 危危危険険険物物物ををを処処処分分分すすするるる際際際にににははは、、、法法法律律律なななどどどででで定定定めめめ
ららられれれたたた施施施設設設ににに持持持ちちち込込込むむむなななどどど適適適正正正ににに処処処分分分しししててて
くくくだだださささいいい。。。

保保保管管管

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの整整整備備備
1. トラクションユニット、カッティングユニッ

ト、エンジンをていねいに洗浄する。

2. タイヤ空気圧を点検する。

3. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、
必要な締め付けを行う。

4. グリス注入部やピボット部全部をグリスアッ
プする。余分のグリスやオイルはふき取る。

5. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、
タッチアップする。

6. バッテリーとケーブルに以下の作業を行う：

A. バッテリー端子からケーブルを外す。

B. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を
重曹水とブラシで洗浄する。

C. 腐食防止のために両方の端子部に Grafo
112X スキンオーバーグリス（Toro P/N
505-47）またはワセリンを塗る。

D. 電極板の劣化を防止するため、60日ごと
に24時間かけてゆっくりと充電する。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備
1. エンジンオイルを抜き取り、ドレンプラグ

をはめる。

2. オイルフィルタを外して捨てる。新しいオ
イルフィルタを取り付ける。

3. 新しいエンジンオイルを所定量入れる。

4. エンジンを始動し、約2分間のアイドル運転
を行う。

5. エンジンを止める。

6. 燃料タンク，パイプ，フィルタ/水セパレー
タから燃料をすべて抜きとる。

7. 燃料タンクの内部をきれいな燃料で洗浄す
る。

8. 燃料系統の接続状態を点検し必要な締め付
けを行う。

9. エアクリーナをきれいに清掃する。

10.エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口
を防水テープでふさぐ。

11.不凍液の量を確認し必要に応じ補給する（保
管場所の最低気温を考慮すること）。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. トランスミッションのニュートラルインタ
ロックスイッチに通電されていない

1. 走行ペダルから足を離し、トランスミッ
ションのニュートラルインタロックスイッチ
が動作しているか点検する。

2. 駐車ブレーキのインタロックスイッチに
通電されていない

2. 駐車ブレーキレバーをON位置にしてみ
る。

3. カッティングユニット作動インタロックス
イッチに通電されていない

3. 駐車ブレーキインタロックスイッチの設
定を点検する

始動キーでエンジンを始動できない

4. 電気接続の不良 4. 配線を点検・修理する

1. 端子部の接続のゆるみまたは腐食 1. 端子部を清掃し締め付けるバッテリー
を充電する

2. オルタネータベルトのゆるみ・破損 2. 駆動ベルトの張りを調整またはベルトを
交換する：エンジンマニュアルを参照

3. バッテリーの不良 3. バッテリーを充電または交換する

バッテリーの不良

4. 電気系統のショート 4. 配線を点検・修理する

1. ラジエターが詰まっている 1. スクリーンを清掃する

2. オイルクーラの冷却フィンが詰まっている 2. フィンを清掃する

3. ラジエターフィンが詰まっている 3. 冷却フィンを清掃する

4. リリーフバルブの設定が低すぎる 4. リリーフバルブを清掃し作動圧力を確認
する代理店に連絡する

5. オイル量が少ない 5. オイルタンクに適正量のオイルを入れる

6. ブレーキが掛かっている 6. ブレーキを解除する

油圧オイルがオーバーヒートしている

7. ファンまたはファン駆動部の不良 7. ファンの作動を確認し必要に応じて整
備する

1. ホイールモータのブレーキ・アセンブリ
が不良

1. 代理店に連絡するブレーキの動作不良

2. ブレーキディスクが磨耗している 2. ブレーキディスクを交換する：代理店に
連絡する

1. ステアリングバルブの不良 1. ステアリングバルブを整備・交換する

2. 油圧シリンダの不良 2. 油圧シリンダを整備・交換する

ハンドル操作できない

3. ステアリングホースの破損 3. ホースを交換する

1. 駐車ブレーキがかかっている 1. 駐車ブレーキを解除する

2. オイル量が少ない 2. オイルタンクに適正量のオイルを入れる

3. オイルの種類を間違えている 3. オイルを抜き取って適正なオイルを入
れる

4. 走行ペダルリンクが破損している 4. リンクを点検し必要に応じて修理する

5. トランスミッションポンプの不良 5. 代理店に依頼してトランスミッションポン
プのオーバーホールを行う

6. トランスミッションのリリーフバルブが開
いている

6. バルブを閉じる

7. ドライブカップリングの破損 7. ドライブカップリングを交換する

前進も後退もできない

8. トランスミッションフィルタが詰まっている 8. トランスミッションフィルタを交換する

ニュートラル位置で前進または後退方向
にクリーピングする

1. トランスミッションのニュートラル調整が
不適切

1. トランスミッションのニュートラルリンクの
調整を行う
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ポンプの不良 1. 不良なポンプを突き止めて修理・交換
する

2. モータの不良 2. 不良なモータを突き止めて修理・交換
する

3. システム内にエアが入り込んでいる 3. 吸い込みラインの油圧フィッティングの
締め付けを行う

4. 吸い込みラインのストレーナが詰まって
いるか破損している

4. ストレーナの清掃または必要に応じて新
しいものに交換する

5. 低温のためにオイルの粘度が高くなっ
ている

5. 暖気運転を十分に行う

6. リリーフバルブの設定が低すぎる 6. リリーフバルブを清掃し作動圧力を確認
する代理店に連絡する

油圧システムから異常な騒音

7. 油圧オイル量が少ない 7. 油圧オイルタンクに適正量のオイルを
入れる

1. ポンプまたはモータの磨耗 1. 必要に応じて交換する

2. 油圧オイル量が少ない 2. 油圧オイルタンクに適正量のオイルを
入れる

3. オイルの粘度を間違えている 3. タンクからオイルを抜き、適正なグレード
のオイルに交換する

4. オイルフィルタのエレメントの目づまり 4. エレメントを交換する

5. リリーフバルブの不良 5. リリーフバルブを清掃し作動圧力を確認
する代理店に連絡する

6. オーバーヒート 6. 作業環境を軽減する（刈高を高く・刈り込
み速度を遅く）

最初は問題ないがその後にパワーがでなく
なる

7. 吸い込みラインからリークしている 7. フィッティングを点検・必要に応じ締め付
ける必要に応じてホースを交換する

1. 昇降シールが破れている 1. シールを交換する

2. リリーフバルブが開いたままになってい
るか設定が間違っている

2. リリーフバルブを清掃し作動圧力を確認
する代理店に連絡する

3. コントロールバルブの不良 3. コントロールバルブを分解清掃する

カッティングユニットが上昇しない

4. 機械部にひっかかりが発生している 4. ひっかかりを発見して除去する

1. ピボットがきつすぎる 1. 必要に応じてゆるめ、グリスアップする

2. ホールド位置で刈り込みしている 2. ポジションスイッチを「下降/フロート」位
置にセットする

カッティングユニットが地表を追従しない

3. 重量移動の設定が高すぎる 3. 設定を低くする

1. 着席センサースイッチの不良 1. スイッチの動作（機械部・電気部）を点
検する

2. オイル量が少ない 2. 油圧オイルタンクに適正量のオイルを
入れる

3. 駆動シャフトが折れている 3. モータとシリンダのシャフトを点検し必要
に応じて交換する

4. リリーフバルブが開いたままになってい
るか設定が間違っている

4. リリーフバルブを清掃し作動圧力を確認
する代理店に連絡する

5. カッティングユニットのブレードがひっか
かっている

5. 異物を除去する

6. カッティングユニットのコントロールバル
ブがOFF位置にある（バルブの不良）

6. コントロールバルブを分解清掃する

カッティングユニットが作動しない

7. カッティングユニットのコントロールバル
ブがOFF位置にある（電気系の不良）

7. 電気系統を点検する

ブレードの回転が逆である 1. ホースの接続を間違えている 1. 油圧回路を点検し必用な修正を行う
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項項項目目目番番番号号号 名名名称称称

1 油圧モータ

7 カッター制御マニホルド

8 テストポート：カッター圧力

9 バルブソレノイド

10 ロジックエレメント

11 リリーフバルブ 230 bar

12 リリーフバルブ 41 bar

13 昇降制御マニホルド

14 ソレノイドバルブ

15 ソレノイドバルブ

19 オリフィスフィッティング 2.0mm

20 昇降シリンダ

21 重量移動バルブ

22 リターンフィルタ

23 オイルクーラ

24 ステアリングシリンダ

25 ステアリングユニット

26 チェックバルブ：ステアリングショックバイパス（左）

27 チェックバルブ：ステアリングショックバイパス（右）

28 リリーフバルブ 183 bar：ステアリングショックバイパス（左）

29 リリーフバルブ 183 bar：ステアリングショックバイパス（右）

30 リリーフバルブ 115 bar

31 油圧モータ：左後ホイール

32 油圧モータ：右後ホイール

33 後トランスミッションマニホルド

34 ソレノイドバルブ：前進後退チェックバルブ（4WD）

35 油圧モータ：左前ホイール

36 油圧モータ：右前ホイール

37 前トランスミッションマニホルド

38 ソレノイドバルブ：駐車ブレーキ

39 吸い込み部ストレーナ

40 ギアポンプ：カッティングユニット駆動

41 ギアポンプ：昇降＆ステアリング

42 圧力フィルタ

43 トランスミッションポンプ

44 リリーフバルブ：後退 300 bar

45 リリーフバルブ：前進 300 bar

46 パージバルブ

47 チェックバルブ：トランスミッション後退バイパス
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48 チェックバルブ：トランスミッション前進バイパス

49 リリーフバルブ：チャージ圧

50 テストポート：走行圧力（前進）

51 テストポート：チャージ圧

53 トランスミッションバイパスバルブ

油油油圧圧圧回回回路路路図図図おおおよよよびびび主主主ななな (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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国国国際際際デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ一一一覧覧覧

デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ（（（輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理店店店）））：：： 国国国：：： 電電電話話話番番番号号号：：：

Atlantis Su ve Sulama Sisstemleri Lt トルコ 90 216 344 86 74

Balama Prima Engineering Equip. 香港 852 2155 2163

B-Ray Corporation 大韓民国 82 32 551 2076

Casco Sales Company プエルトリコ 787 788 8383

Ceres S.A. コスタリカ 506 239 1138

CSSC Turf Equipment (pvt) Ltd. スリランカ 94 11 2746100

Cyril Johnston & Co. 北アイルランド 44 2890 813 121

Equiver メキシコ 52 55 539 95444

Femco S.A. グアテマラ 502 442 3277

ゴルフ場用品株式会社 日本 81 726 325 861

Geomechaniki of Athens ギリシャ 30 10 935 0054

Guandong Golden Star 中華人民共和国 86 20 876 51338

Hako Ground and Garden スウェーデン 46 35 10 0000

Hako Ground and Garden ノルウェー 47 22 90 7760

Hayter Limited (U.K.) 英国 44 1279 723 444

Hydroturf Int. Coドバイ アラブ首長国連合 97 14 347 9479

Hydroturf Egypt LLC エジプト 202 519 4308

Ibea S.P.A. イタリア 39 0331 853611

Irriamc ポルトガル 351 21 238 8260

Irrigation Products Int'l Pvt Ltd. インド 86 22 83960789

Jean Heybroek b.v. オランダ 31 30 639 4611

Maquiver S.A. コロンビア 57 1 236 4079

Maruyama Mfg. Co. Inc. 日本 81 3 3252 2285

Metra Kft ハンバリー 36 1 326 3880

Mountfield a.s. チェコ共和国 420 255 704 220

Munditol S.A. アルゼンチン 54 11 4 821 9999

Oslinger Turf Equipment SA エクアドル 593 4 239 6970

Oy Hako Ground and Garden Ab フィンランド 358 987 00733

Parkland Products Ltd. ニュージーランド 64 3 34 93760

Prochaska & Cie オーストリア 43 1 278 5100

RT Cohen 2004 Ltd. イスラエル 972 986 17979

Riversa スペイン 34 9 52 83 7500

Sc Svend Carlsen A/S デンマーク 45 66 109 200

Solvert S.A.S. フランス 33 1 30 81 77 00

Spypros Stavrinides Limited キプロス 357 22 434131

Surge Systems India Limited インド 91 1 292299901

T-Markt Logistics Ltd. ハンバリー 36 26 525 500

Toro Australia オーストラリア 61 3 9580 7355

トロ・ヨーロッパNV ベルギー 32 14 562 960

374-0269 Rev C



ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro® 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間*のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての
製品に適用されます（エアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい）。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載し
て使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品につい
ては、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗す
る部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、
ブレード、リール、ベッドナイフ、タイン、キャスタホイール、タイヤ、フィ
ルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品としてダイヤフラ
ム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、薬剤の
使用などが含まれます。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品や
アセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

ディープサイクルバッテリーは、その寿命中に放出することのできるエネル
ギーの総量（kWh）が決まっています。 一方、バッテリーそのものの寿命は、
使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わります。 バッテリーを使用
するにつれて、完全充電してから次に完全充電が必要になるまでの使用
可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このような通常の損耗を原因とす
るバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。 本製品の保証期間中
に、上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー交換
の必要性がでてくることは十分に考えられます。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

保証の対象とならない部品や作業など： エンジンのチューンナップ、潤滑、洗
浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交換、推奨定期整備の実施などは「製品」
の維持に必要な作業であり、これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損
失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上記記記
ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排気気気ガガガススス関関関
係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。

商品性や用途適性についての黙示的内容についての保証も、本保証の有効
期間中のみに限って適用されます。米国内では、間接的偶発的損害に対す
る免責を認めていない州があります。また黙示的な保証内容に対する有効
期限の設定を認めていない州があります。従って、上記の内容が当ては
まらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域
によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

ご自分の国や地域における製品保証内容の詳細については、ご購入先の Toro 代理店（ディストリビュータまたはディーラ）にお尋ねください。代理店の保証内
容にご満足いただけない場合はToro輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合はToro ワランティー社へ直接お問い合わせください。

374-0277 Rev A


